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日本における
1日あたりの救急患者発生数
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医学としてのアンチエイジング
アンチエイジング（抗加齢医学）の目的

健康寿命とQuality of Life

老化の病的プロセスを科学的に解明し予防することで
生活者のQOLの向上を図る

55



寿命を決定する因子

生物学的年齢

回復力
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老化が病気になる時代が来る。

世界保健機関（WHO）が30年ごとに更新する病気の分類
国際疾病分類に2022年から”老化”が入る。
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老化を操作する

体・心・性
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体性幹細胞と培養上清が再生医療発展の鍵

体性幹細胞

培養上清

ES細胞iPS細胞
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幹細胞と培養上清の皮膚再生効果に有意差なし。

ラットに傷をつけて、幹細胞投与群と上清投与群で比較
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体性幹細胞の分化能・増殖能の源＝培養上清
対象によっては効果が匹敵する可能性
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幹細胞も年をとる
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幹細胞の老化は必然(生物学的年齢)
それを補填するための培養上清・抗老化物質が必要
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というゼロサイエンス仮説にづく。

財布、鍵、眼鏡を置き忘れる



あなたは若く見られたいですか？
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人間の女性は若く見られたい！
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ヒト

チンパンジー

ゴリラ

ニホンザル

ヒト以外のサル類では熟女がモテる

そのワケは
生殖可能＋経験値

寿命の延長

0 50
19



あなたの手はどんな手ですか？

BJU Int,2012 Jan;109(2):266-71
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テストステロンとは？

男性に多く分泌される性ホルモン
精巣から作られると考えられていたが，
卵巣、副腎、海馬、筋肉、脂肪組織
でも作られることが分かってきた
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冒険 社会性 競争
3つの異名を持つテストステロン

狩猟
旅
前進

新たな
挑戦への憧れ

仲間
家族

縄張り意識

他人との繋がり

勝負
判断力

仕事の達成感

意欲
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テストステロンは年齢とともに減少するが，，

バリバリ企業戦士
40-50代 ＜ 人生謳歌中

60代

血中テストステロン値が年齢を逆転することもある

順天堂大学泌尿器外科による調査
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テストステロンのチカラ
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テストステロン低下はリスク！

テストステロン合成

精巣

副腎

海馬

脂肪

筋肉

うつ病
認知症
高血圧
糖尿病
脂質異常症
心血管リスク
肥満
生殖機能

Urology.2013 Oct;82(4):814-9
Int J Endocrinol.2014;2014:527470
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ED
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上清液治療： 週1回 × 4週間 4回治療 （1クール）
ペニスの根元の陰茎海綿体の左右に1回ずつ、計2ccの上清液を注射。

ED上清液治療
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ED上清液治療
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動物の名前を11個以上言ってください。
1分間で言えなければ認知症の可能性があります。

認知機能と抗老化

30



認知機能と幹細胞投与
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認知機能と抗老化
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幹細胞も年をとる
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幹細胞の老化は必然(生物学的年齢)
それを補填するための培養上清・抗老化物質が必要
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老化治療が可能な理由
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老化を操作する

・生物学的年齢と健康寿命
・体性幹細胞と培養上清が再生医療発展の鍵
・老化していく幹細胞をいかに支えるか
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